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波形石綿スレートを除去し鋼板で復旧する技術を、ＪＦＥ鋼板㈱

と共同開発（波板除去と鋼板での復旧を同日に行う工法） 

 
押出成形セメント板等の製造販売を行っている建材メーカー㈱ノザワ（社長：野澤俊也、

本社：神戸市中央区浪花町１５番地）は、ＪＦＥ鋼板㈱（社長：中西輝行、本社：東京都

中央区日本橋室町三丁目１番９号）との共同研究により、既存波形石綿スレートを除去し、

ＪＦＥ鋼板開発の波形石綿スレートと同形状の着色ガルバリウム鋼板屋根材で復旧する工

法を開発し、平成１８年度より試験施工物件の受注活動を開始する。 
 
 波形石綿スレートに限らず、屋根材の葺き替えは、旧材の除去から新材の復旧までに間

が空くため、雨対策養生や一定期間の工期が必要となるが、この工法は旧材の除去と新材

の復旧を同日作業で行うほか、既存の波形石綿スレートとの重ねが可能な形状のため、養

生が少なくて済み工期が短縮できることから、全面的・部分的を問わず、使用中建物の屋

根葺き替えに適した工法になっている。 
 
 また既存の波形石綿スレートは、除去する場合には石綿障害予防規則（平成１７年７月

１日施行）の適用を受ける。ノザワは、長年波形石綿スレートの製造、施工を行ってきた

技術の蓄積を生かし、石綿障害予防規則を遵守するとともに、「建築改修工事監理指針 平

成１６年版（国土交通省監修、平成１７年９月発行）」に基づく除去方法を確立し、ノザワ

グループ企業の㈱ノザワ商事とＪＦＥグループ企業のＪＦＥ日建板㈱での工事体制も整っ

ている。 
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一方で、ノザワは平成１４年度から３年間にわたり、経済産業省資源エネルギー庁の補助

金（鉱山探鉱等促進事業費補助金事業）を受け、「石綿含有建材」を、化学的手法により

「非石綿化した材料」に改質し、安全な再利用を可能とする技術『石綿改質技術』を開発

している。この技術をもとに、現在、波形石綿スレート等の「石綿含有建材」の非石綿化

と再生利用への応用を進めており、今後、発生量の増大が予測され適正処理が社会的な課

題となっている石綿含有建材廃棄物について、リサイクル事業の展開を見据えた許認可等

の準備を行っている。 
 
波形石綿スレートは約７０年の歴史がある製品で、労働安全衛生法施行令の一部を改正

する政令が施行（平成１６年１０月１日）されるまでは、原料に石綿を混入した製品を出

荷していた。波形石綿スレートの耐久年数を３５年と仮定すると、直近３５年間に出荷さ

れた波形石綿スレートの総量は約１３億㎡あり、この中には葺き替えること無く解体され

る建物も含まれているが、葺き替え需要は相当数有ると思われる。 
 

 この市場をもとに平成２０年度には１０億円／年の工事売上げを目指し、石綿含有建材

廃棄物処理に係る許認可を得て、平成１９年度には波形石綿スレートのリサイクル事業化

を開始し、平成２２年度には２０～３０億円／年の事業規模への拡大を目指している。 
 

【改修前】                  【改修後】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《プレスリリースの問い合わせ先》 

株式会社ノザワ 環境システム部（担当：村田  裕） 

〒104-0033 東京都中央区新川１丁目２４番８号（東熱新川ビル） 

            TEL（03）5540-6511  FAX（03）3552-4820 

                              

株式会社ノザワ 営業支援グループ（担当：高木 健治） 

〒650-0035 兵庫県神戸市中央区浪花町 15 番地 

            TEL （078）333-7700 FAX （078）393-7019 

以上 

 2


	Ｎｅｗｓ　Ｒｅｌｅａｓｅ

